教育及び保育の内容に関する計画書

	理念・事業運営方針
	

	園の教育・保育目標
	

	特色ある教育と保育
	

	[bookmark: _Hlk232445111]認定こども園に固有の事情として配慮すべき内容

	
	集団生活の経験年数が異なることへの配慮
	

	
	利用時間等の違いへの配慮
	

	
	その他
	

	教育及び保育の環境の構成の留意点
	

	家庭との連携
	

	小学校教育への接続の工夫・小学校との連携
	





教育及び保育の内容に関する計画書（記入例）

	理念・事業運営方針
	【園則・運営規定等と相違がないように記載してください】

	園の教育・保育目標
	【園則・運営規定等と相違がないように記載してください】

	特色ある教育と保育
	【園の特色について記載してください】

	認定こども園に固有の事情として配慮すべき内容【各項目の取組を具体的に記載してください】

	
	集団生活の経験年数が異なることへの配慮
	○○などに配慮しながら、○○を行い、小学校就学までの一貫した教育及び保育を園児の発達の連続性を考慮し展開していく。

	
	利用時間等の違いへの配慮
	一日の生活の連続性、リズムの多様性に配慮するため、○○をする。在園時間の長短や入園時期の違いを踏まえ、教育及び保育の内容や展開について○○などの工夫を行う。
２・３号認定子どもの午睡の時間に１号認定子どもの降園時間となることから、○○に配慮し、眠りにつきやすい環境を整える。

	
	その他
	２号認定子どもの保育については、○○を設けるなどして、家庭的で安らげる環境づくりを行っていく。

	教育及び保育の環境の構成の留意点
	○○によって子どもの発達段階に応じた安全・安心な空間づくりを行い、遊びと生活が自然に展開できるよう、教材・備品の配置や動線を○○にするなどの工夫を行う。

	家庭との連携
	連絡帳やドキュメンテーションを活用して情報共有をする。あわせて、登降園時に、保護者と積極的にコミュニケーションを図るなど、家庭との密な連携を行う。

	小学校教育への接続の工夫・小学校との連携
	○○会への参加などを通じて、小学校と連携する。年長児は学校訪問を行うほか、園での生活とプログラムを通じて、就学に向けた生活習慣と学習の意欲を高めていく。



